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我々の目的は，ルーブリックを教師や児童生徒がWeb上で作成，編集，共有できる環境を「ルーブリッ

クバンク」として公開することで，それを活用した授業設計，学習支援モデルの開発をすることである．

本稿では，適切なルーブリックを作るための支援機能を備えた「ルーブリックバンク」の開発について

報告する．本システムを稲垣が行うセミナーにて利用し，アンケートを実施して評価を行ったので，そ

の結果についても述べる．
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1. はじめに

学習者にとって解決したい課題を設定し，探究する

プロジェクト型学習（Project-Based Learning）は，ア

クティブラーニングのひとつとして広く取り組まれて

いる．「情報活用型プロジェクト学習」は，プロジェク

ト型学習の考え方をベースに，探究活動を支える情報

活用能力の伸長を組み込んだ授業設計手法である (1)．

情報活用型プロジェクト学習では，その授業設計段階

において学習成果物に関するルーブリックを作成する

ことを提案している. ルーブリックとは，学習者の学

習到達度を観点ごとにレベル分けし，レベルごとの記

述に従って評価するものである. このルーブリックを

Webサイト上で扱えるようにしたものを「ルーブリッ

クバンク」として公開している.

我々は，2年前からルーブリックの作成・編集・検

索・共有ができる基本的な機能を有したWebサイト

「ルーブリックバンク」を開発している (2)(3)．本研究

ではこれまでに開発された「他のルーブリックバンク

を参考にする機能」を元に適切なルーブリックを作成

するための支援機能の開発を行い，共著者の稲垣が行

うセミナーにてアンケートを実施し，評価を行った．

我々の目的はルーブリックを教師や児童生徒がWeb

上で作成，編集，共有できる環境を「ルーブリックバ

ンク」として公開することで，それを活用した授業設

計，学習支援モデルの開発をすることである．本研究

の到達目標は教師や児童生徒にも操作しやすい「ルー

ブリックバンク」を開発することである．

2. 基礎的考察

2. 1 ルーブリックとは

ルーブリックは 4つの基本的な要素でできている．

課題，評価尺度（達成レベル・成績評価点），評価観

点（課題が求める具体的なスキルや知識），評価基準

（具体的なフィードバック内容）である．これらすべて

を表形式で配置する (4)．表 1がルーブリックの表の

例である．ルーブリックを用いて，学習者のプレゼン

テーションやレポートなど，成果物あるいはパフォー

マンスを評価する手法をルーブリック評価という (5)．
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表 1 ルーブリックの表

評価尺度 1 評価尺度 2 評価尺度 3

評価観点 1 評価基準 評価基準 評価基準

評価観点 2 評価基準 評価基準 評価基準

2. 2 ルーブリックバンクとは

本研究では「ルーブリックバンク」を，「ルーブリッ

クを作成，検索，共有，編集，蓄積することが可能な

データベースのこと」としている．近年は，Webサイ

トを通してこのようなデータベースを扱うようになっ

ている．

2. 3 関連研究

2. 3. 1 ルーブリックに関する研究

適切なルーブリックを作成するのは容易ではないと

言われている (5)．そのため，ルーブリック作成に関し

ての研究が行われている (6)．山口 (2013)は，「ルーブ

リック作成にあたって，三人以上の教員による合議に

よって「記述語（評価基準）」や「尺度」を練り上げ

ていくことは，それが可能ならばルーブリックの信頼

性と妥当性の向上のために，大変望ましいことである

が，現実的にはかなり難しいだろう．」と述べており，

複数人でのルーブリック作成を推奨している．

2. 3. 2 既存の類似システム

我々は，アメリカのルーブリックバンク「Rubistar」
(7) を参考に開発を進めた．「Rubistar」の主な機能は

「ルーブリックの作成」と「ルーブリックの検索」であ

る．また，日本では「日本高等教育開発協会」が同様

の取り組みを行っている (8)．先生方が実際に授業で用

いたルーブリックを PDFもしくはWord，Excel形式

でダウンロードして使用できるようになっている．投

稿は，PDFもしくはWord，Excel形式で作成したも

のを運営者にメールで行うことができる．Webサイト

上でルーブリックを作成，編集することはできない．

3. システム概要

3. 1 動作環境

以下は，運用しているサーバーの環境である．

• OS：CentOS 7.2

• 開発言語：Ruby 2.1.5

• フレームワーク：Ruby on Rails 4.2.1

• データベース：MySQL 15.1

• Webサーバー：Apache 2.4.6

3. 2 主な機能

ルーブリックバンクの利用対象者は主に教師と児童

を想定している．難しい操作を極力避けるために，基

本的な機能はトップページ (図 1)から一通り行えるよ

うになっている．上部にはルーブリックバンクの説明

書き，ログインフォーム，ヘルプページおよびお問い

合わせページのリンクを設置している．中部にはルー

ブリック検索機能を集約し，下部には直近に投稿され

たルーブリックが最大 8件表示される．

3. 2. 1 ルーブリックの検索，閲覧

現在公開されているルーブリックを検索し，投稿日

時順に一覧表示する（図 2）．そのルーブリックの詳

細を閲覧することができる（図 3）．フリーワード，学

年，教科，学習活動の 4つの項目から検索をすること

が可能である．学年，教科，学習活動については同時

検索をすることが可能である．

3. 2. 2 ログイン機能

「ユーザー名」と「パスワード」を設定することで

アカウントを作成することができる．現在はアカウン

ト管理のため，管理者のみがアカウントを作成するこ

とができる．作成したアカウントを使用してログイン

することで，ルーブリックの作成，編集が可能になる．

3. 2. 3 ルーブリックの作成，編集

タイトル・学年・教科・学習活動・評価表・コメン

ト・画像，の 7項目からルーブリックを新規作成する

ことができる（図 4）．そして自分の作成したルーブ

リックを編集，更新することができる．さらに，公開

されている他人のルーブリックを複製し，自分のルー

ブリックとしてアレンジすることも可能である．
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図 1 ルーブリックバンク トップページ

図 2 検索結果一覧ページ

図 3 ルーブリック詳細ページ

図 4 ルーブリック新規作成ページ

3. 3 今回追加した機能について

3. 3. 1 「ニックネーム」の追加

アカウント情報に「ニックネーム」の項目を追加し

た．以前は英数字のみの IDが表示されていたが，ニッ

クネームを追加することで誰がルーブリックを投稿し

たのかが分かりやすくなった．ニックネームの追加に

伴い，これまで IDで表示されていた部分を全てニッ

クネームで置き換え見やすさの向上を図った．

3. 3. 2 管理者用ページの実装

管理者権限を持つアカウントのみが閲覧できる「管

理者用ページ」を追加した．管理者用ページは「会員

管理」と「ルーブリック管理」がある．「会員管理」で

は会員情報の編集と会員の削除，会員の新規登録が行

える．会員を削除する際には間違えて意図していない

会員を削除してしまわないように画面上に確認画面を

表示する．「ルーブリック管理」ではルーブリックの削

除が行える．こちらも会員削除と同様確認画面を表示

する．

3. 3. 3 学習活動カードによるカテゴリ分けの追加

学習活動カードとは，稲垣のセミナーでルーブリッ

ク作りを行う際に使用しているものである．全部で 21

種類のカードがあり，適したものを並べることで短時

間で単元をデザインすることができる．この学習活動

をルーブリックバンクにも登録をできるようにした．

ルーブリック作成，編集する際に該当するカテゴリに

チェックを入れることで登録できる．また，登録した

カテゴリはルーブリックを閲覧する際にも確認するこ
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とができる (図 5)．

図 5 登録されたカテゴリ一覧

3. 3. 4 検索機能の拡張

学習活動カードによるカテゴリ分けの追加に伴い，

学習活動カテゴリでの検索をできるようにした．それ

ぞれのカテゴリにチェックを入れることで，該当する

カテゴリが登録されているルーブリックを表示する．

3. 3. 5 下書き機能の追加

ルーブリックを下書きとして保存する下書き機能を

追加した．ルーブリック作成，編集ページ下部にある

「下書きとして保存する．」にチェックを入れルーブリッ

クを登録すると下書きとして投稿できる．下書きとし

て投稿されたルーブリックはルーブリック一覧に表示

されないようになっている．マイアカウントページで

は自分が投稿したルーブリック一覧と投稿したルーブ

リックが下書きかどうかを確認することができる．

3. 3. 6 いいね機能の追加

ルーブリックに対していいねを押すことができるい

いね機能を追加した．ルーブリック詳細ページ下部に

あるいいねボタンを押すといいねをすることができる．

現在は会員しかいいねを押すことができないので今後

誰でもいいねを押せるように変更する予定である．

3. 4 作成支援機能

2.3.1にもあるとおり，山口 (2013)はルーブリック

の信頼性と妥当性の向上のために，複数人でのルー

ブリック作成を推奨している．そこで，昨年度の研究

で実装された「他のルーブリックを参考にする機能」

を元に適切なルーブリックを作成するための機能を追

加した．ルーブリックを作成する際に参考にしたルー

ブリックと作成したルーブリックを紐付け可視化して

表示するというものである．参考にして作ったルーブ

リックが参考元のルーブリックよりも優れているとは

限らない．なので，参考元のルーブリックが参考にし

たルーブリックも見てそれぞれの良い部分を参考にす

れば擬似的に「記述語」や「尺度」を練り上げること

ができるのではないかと考えた．ルーブリック作成時，

他のルーブリックの IDを入力することで参考にした

ルーブリックを 2つまで登録することができる．ルー

ブリックの詳細画面で先ほど登録した参考にしたルー

ブリックを確認することができる．他のルーブリック

図 6 ルーブリック詳細画面

に参照されてルーブリックが作成された場合，派生し

たルーブリックとしてルーブリックが表示される (図

6)．

4. 評価実験

4. 1 実験目的

作成支援機能として追加した機能について，参照関

係を表示することは有意義かどうかを確認するため，

アンケートを実施した．

4. 2 実験手法

2019年 1月 26日に和歌山県立文化会館で行った「教

育の情報化」授業研究会に参加した 19名に本システ

ムを利用していただき，アンケートを実施した．アン

ケートは Googleフォームを用いて行った．質問項目

は以下のとおりである．

(1) 他人が作成したルーブリックは見やすかったか．

(5段階評価)

(2) ルーブリック検索・閲覧画面に対する改善点や要

望について．(自由記述)

(3) ルーブリック作成画面は使いやすかったか．(5段

階評価)

(4) ルーブリック作成画面に対する改善点や要望につ

いて．(自由記述)

(5) ルーブリックの参照関係を表示することについて

どう思ったか．(5段階評価)

(6) (5)を選択した理由．(自由記述)

(7) ルーブリックの参照関係を表示することは，より

良いルーブリック作りにつながると思うか．(5段

階評価)

(8) サイト全体に対する要望や改善点などについて．

(自由記述)

4. 3 実験結果

アンケートの結果を表 2に示す．
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表 2 アンケート結果

段階 1 2 3 4 5

(1) 0 0 6 11 2

(3) 0 2 4 10 3

(5) 0 0 2 11 6

(7) 0 0 2 8 9

4. 4 考察

ルーブリックの参照関係を表示することについては，

(5)のとおり 4や 5が大半を占め，高評価を得ること

ができた．評価の理由として，「関連するルーブリック

が見られるから．」や「関連付けが分かり，調べやすく

なる．」といったものがあった．また (7)でも大半の方

から 4，5の高評価を得ることができた．改善案として

「参照される率がわかると有用度の指標になるのでは」

という意見をいただいた．今回のアンケートはルーブ

リック同士の参照関係のデータが少ない状態での実施

だったので，今後も機能を利用していただきデータを

蓄積していけばより良いルーブリックを作れるサイト

にできるのではないかと考えた．

5. おわりに

5. 1 成果

本研究では，一昨年度から開発されてきた「ルーブ

リックバンク」により良いルーブリックを作成するた

めの機能を検討し追加した．さらに，稲垣が行うセミ

ナーで追加した機能を使用し評価をおこない，高評価

を得ることができた．また，システムをより使い易く

するためにさまざまな機能改善をおこなった．今後は

データが蓄積した状態でのシステムの使われ方などを

調査し，新機能や機能の改善をおこなっていく．

5. 2 今後の課題

今後の課題と考えられる点を挙げる．

• 「いいね機能」の改善をおこなう

　今年度，「いいね機能」の追加をおこなった．し

かし，現在は会員のみが「いいね」ボタンを押す

ことができる．本システムは 1つのアカウントを

複数人が利用していることがほとんどなので，現

在の仕様ではあまり機能していない状況である．

これを改善し，非会員でも「いいね」ボタンを押

せるようにすることで，「いいね」の数を正確に測

れるようになり，閲覧するときの目安になると考

えている．

• ルーブリックの表示件数を任意変更できるように
する

　アンケートの際に，1ページに表示されるルー

ブリックの件数が多いと良いというご意見をいた

だいた．現在は 1ページに表示されるルーブリッ

クの件数は 15件となっている．これを改善し，15

件・30件・50件と 1ページに表示されるルーブ

リックの件数をユーザーが任意で選択できるよう

にすることで，個人の好みに合わせて表示し，見

やすさが向上すると考えている．
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